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1　 は じめ に

1．研究の背策と 目的

　 米の生 産調整政策 （以降 r生産調整」）は，

昭和 46 年度か ら本格的に開始 され，現在に至

っ て い る．当初よ り生産調整 目標の 達成は農家
に と っ て大 きな負担で あるこ とが指摘され，昭

和 46 年度に ス ター トした 「稲作転換対策」で

は既に 「休耕田 へ の 転作」が助成金の 対象とな

っ て い た その後，生産調整の規模が拡大する

中で ， 昭和 53 年度から 「水 田利用 再編対策」

がス タ
ー

トし，休耕田の管理を農協等に委託す

ると い う形で 「休耕田へ の 転作」が転作の
一

様

態と して位置づ けられた．また，平成 2 年度 に

は 「水田農業確立対策（後期）」が ス ター トし ，

休耕田の管理 を農家が独 自に行 う 「自己保全管

理 」注 鼠）が導入 された．こ の 厂自己保全管理」は

導入当初，振興山村など特定の地域に 限定 され

て い た が ， 平成 8 年度か らは地域限定が取 り払

われて い る．そ の 他， 平成 7年か らは 「休耕 田

へ の転作」の 中で も 「水張 り」を必要とする 「調

整水田」注 1）が ， 平成 8 年か らは景観作物の 作付

な どを行 う 「多面的機能水 田1 注 1）が助成金の 交

付対象 となるなど ， 収穫作物作付以外の方法に

よる転作が大幅に認め られて きた，

　そ の
一

方で ，自給率の 低下が大きな問題 とな

り，平成 12 年度か ら開始され た 「水 田を中心

と した土地利用型農業活牲化対策」で は，麦 ，

大豆，飼料作物へ の 転作に対す る助成が強化 さ

れる こ こ とな っ た． しか し， 以前 よりこのよ う

な作物が奨励されて い たに もかか わ らず導入が

進まなか っ た背景に は地域の 圃場条件や労働力

等の 問題があ り，こ れ らの 問題が解決されな け

れば導入は促進 されない と考え られ る．

　また，中山間地域に おい て は ， 平成 12 年度
よ り 「中山間地域等直接支払い制度」が導入 さ

れる こ ととな っ た．この制度で は，必須事項と

して耕作放棄防止等の 活 動を挙 げて い る ほか ，

選択的必須事項 と して多面的機能を増進する活

動をあげて い る．つ ま り，中山間地域では，多

面的機能を十分に発揮で きるよう配慮 した土地

利用計画を作成す る必要があるわけで あるが ，

そ の 具体策に つ い て は明 らかにな っ て い ない．

　以上の ような状況か ら， 生産調整政策下に お

いて，「休耕 田」を劇減 し麦や大豆等の 土地利用

型作物へ の 転作を行いやす くす るよ うな土地利

用計画が求め られると ともに ， 「休耕 田」の 耕作

放棄地化を防止す るための有効活用方法の 検討
が求め られて い る．そ こ で ， 本研究で は，生産

調整政策下 におい て ， 秩序ある土地利用を行い ，

農地の 有効利用を行 っ て い くための 方策につ い

て 明 らかにする こ とを 目的とする．こ の 際 生

産調整実施状況 と地域農業特性の 関連徃を明 ら

かに し，地域農業特姓に 応 じた生産調整の 実施

方法 ，

’
及び それを実現す るため に求め られる整

備内容に つ い て 明 らかに する もの とする．

2・．研究の 流れ

　本研究の流れは図 1の 通 りあるが， こ の うち
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本稿で は，京都府を対象 として マ クロ レベ ルで

の 分析を行い，考察を行 うもの とす る．

H　 生産調整水田の 種類

　生産調整政策上の 様態別面積は ， 需要の 高い

農作物へ の 転作を促進す るため に特別枠を設け

て 分類するなど，生産調整状況を食糧需給の 観

点か ら分類 した側 面が大 きい ．例え ば レ ンゲを

作付 ける場合，土地利用形態や必要 とされる労

働力は 同 じで あるに もか か わ らず、「地力増進

作物 」，「景観形成作物」及び 「飼料作物」に分

類 される．つ まり， 同
一作物に 転作 して い る水

田が 複数の 様態に分かれて 分類 され る ケ
ー

ス が

発生 するため，作物単位で の 面積掘握が行い に

くい ．さ らに，数度にわ たる生産調整政策の 変

更を受けて ， 同 じ土地利用形態の 土 地 であ る に

もかかわらず年度 に よ っ て含まれる分類が異な

る とい うケース も見られ る．例えば，「景観形成

作物」は導入 当初 「一般作物 j に 分類されて い

たが ， 平成 8 年度よ り 「多面的機能水田」 に分

類 され て い る，つ ま り，生産調整水 田を土地利

用の面か ら検討 し，そ の 時系列変化を分析す る

際 ， 既存の 様態別面積をその まま使用 した ので

は，正確な状況把握が行え ない と考え られる．

　 そ こ で，生産調整政策上 の 様態別面積を農業

上の 「土地利用形態」の 面か ら 「作付型」と 「不

作付型」に 再分類 した．さらに ，作付作業及び

収穫作業の有無に注 目し 「作付型」を 3項目に

分類す る
一方，水張 り作業の 有無に注 目して 「不

作付型」を 4項 目に分類 した （表 1参照 ）．こ の

　　 1 地域麒 特性 との 関 連性の 分析　　 よ うな分類を

［  ラク竕 bl「
一
厘醐 整腰 踊 容に

　 　 　 　 応 じた地 域分 けを実施

　 ； ク ロ 分　　　　調

　　　　◇
地域農 業特性に 応 じた必要条件 の曲出

　　　　号
ll 必 要 条件を満 たす ため の 方法及 び そ

れ を実現するための整備 内容 の提案

→上記分柝か ら導か れ る 内容

→事例調査より導か れ る 内容

行 っ たの は ，

  本研究の 目的を達成す るため には土地利用形

態 に注 目する必要が あ り，  特に地域農業特性

との関連 性を分析するた めに は 「投入労働力」

に注 目す る必要が ある，と考えたためであ る．

こ の よ うな分類をこ こ で は 「生産調 整政策上の

様態別面積」に 対 して 、「転作状況別面積」と呼

ぶ こ とにす る。

　な お， 「保全管理」 と 「自己保全管理」 は，

作付を行わず 「常に耕作可能な状態」に 管理す

る こ とが必要で あり， 土地利用形態として は全

く同 じで あるが，「保全管理」は農協等と預託契

約を結ぶ必要がある，生産調整上 の 休耕閏を農

協等を通 じて 地域で 管理 して い くの か 、 それ と

も農家個人に任せ るの か と い う点に は、農地の

管理に対する地域農家等の意向、つ ま り地域性

が反映 され ると考え られる こ とか ら、
こ れ らを

区別して 扱 うもの とした．

m 　研究 の 方法

　　 マ ク ロ レベル で の 分析を行うに あた り，京都

　府下 44市町村における平成 IO年度生 産調整様

　態別面積を上記の分類方法に従 っ て 再分類 し，

　転作状況別面積が生産調整実施面積全体に 占め

　 る割合を市町村ごとに算出 した．次に，これを

　 指標 と して クラ ス タ
ー
分析を行 い ， 各 クラ ス タ

　 ーに 含まれる市町村の 特徴に つ い て考察を行 っ

　 た．考察にあた っ て は，水田率 ， 経営耕地面積

　 等を地域農業特性の 検討材料 と した．

　　 なお，京都府では近年，調整水田及び多面的

　 機能水田が大幅な1申びを示 して い るが ，
こ の う

　 ち多面的機能水田 は，京都府が独自の助成金を

　 設定 して い る こ とか ら導入がよ り促進 されたも

表 1　 生産調整対象水田の 分類
注 D

作業内容
生 産調整 政策上 の様態分類項 目

作付 収穫 水張

作物転作 ○ ○ ，／ 飼料作物，豆類など作

付

型
収穫な し作物 ○ X 景観形 成作物など

農園等 △ △ 管理農など

保全管理 X × × 水 田預託 の 保 全 管理

自己保全管理 X x X 自己保全管理
不

作

付

型
調 整水 田等 × × ○ 調整 水 田，養魚水 田

実績算入 等 × × X 実績算 入，農地転用など

Q …
農家に よ っ て 実施，△

…
農家以 外 に よ っ て 実施，x …実施 され な い

図 1　研究の流れ
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の と考え られ る．また，府 と して京野菜や豆類
の 作付を推奨 して い るが，生産調整面積は各 市

町村の 農地面積に応 じて 一律 に配分 されて お り，

転作の 実施方法等に つ い て府か らの指示等 は行

われて い な い ．つ ま り，各農家が独 臼の 判断で

地域農業特性に 応 じた生 産調整を実施 して い る

と考え られ る．よ っ て ， 各市町村に おける生 産

調整実施状況を分析する指標 と して 「転作状況

別面積割合」をクラ ス ター
分析に用い

， そ の 結

果 と地域農業特性 との 間の 関連性を分析する こ

とが妥当な手法で あると判断 した，

IV　クラス タ
ー
分析

1．分析結果

　表 1 に 従 っ て 再分類 した転作状況別面積 を

指標と して クラ ス ター
分析（ウ ォ

ー
ド法〉を行 い ，

京都府 下 44 市町村を 5 類型 に 分類 した．各類

型 に 含まれる市町村数及び平均転作状況別面積

は表 2の とお りで あり，類型 ごとに耕作放棄地

率 ， 水 田率及び 1戸当た り経営耕地面積等 に 特

徴が見 られた．また ， 各類型 に 含まれる市町 村

は図 2 の よ うな分布を見せて お り，類型 ごとに

地域性や特産品の 有無などに違いが見 られた．

2．各類型の 検討

1）　 1類型 　 1 類 型 に含 まれ る 市町村 で は、

「不作付型」の 占め る割合が 79．0％ と極めて高

く， 特 に 「実績算入等」及び 「保全管理 」の 占

め る割合が高い ．「実績算入等」に は，主に生 産

調整政策上の様態に お ける 「実績算入」が含ま

　　　 表 2　クラ ス ター
分析結果 （単位 ：％ ）

1類型 u 類型 皿 類型 1V類型 V 類型

市町村数 6106 1111
作物 転作 2〔〕，362 、641638 、442 ，7作

付

型
収穫な し作物 089 ．3 蘯囃 7．76 、3
農園等 00000 ．00 ．50 ．1
保全管理 1371 ，22 ．o1 碁謹

1o
，2

不
作
付
型

自己保全管理 2．77 、65 ．8018 ．0
調整水田 等 227 ．9719918 ．1
実績 算入 等 翩 護 王1．515 、727 ．6247

耕作放棄 率 累 7．14 ．02 ．45 ．928
水 田率 ＊ 51、285 ．490 、4711859
経 営耕地 面積｛a ’戸 1 ＊ 76 董 57，558 、555 ．7707
博 業 ＋

一
種 兼濃 家率＊ 34．825 ．323 、126 ．5248

ブ ロ
ッ ク ロ

ーテ ーシ ∋

ン実施 集落率 ＊
0026 ．412 ．67 ，71 ，3

＊ 1995 年農林業 セ ン サス よ り

れるが
，

こ の 「実績算入 」の大部分が 厂保全管

理カ ウン ト」
注 2）

で ある．よ っ て ， 「実績算入 等」

に 含まれる水田の うち，大部分は実質的に 「保

全管理」である と考え られる
注 3＞．つ ま り 1類型

で は，実質上 「不作付型」の うち水張 りを必要
と しな い 休耕形態で ある 「保全管理」が，生産

調整実施面積の 大半を占め て い る と考え られ る．

　
一一
方，農業．Eの 特微を見ると， 1 戸当た り経

営耕地 面積が大き く，専業農家及び第 1種兼業

農家の割合が比較的高い 劇合を 占めて い る に も

かかわ らず ， 耕作放棄率が 7．i％ と他の 類型に

比 べ て 高い ．そ こ で 他の 指標に 目を向けると ，

水田率が低い とい う特徴が見 られるほか ， 6 市
町村の うち 5 市町村が 山城地方 （京都府南部）

に立地する市町村で あ り，茶栽培の 盛んな地域
とな っ て い る，

　な お，茶栽培の繁忙期は茶摘みが行われる 4
月末か ら 5月 に か けて で あ り，稲作の繁忙期で

ある田植えの 時期と重なる．よ っ て ，専業農家

及 び第 1種兼業農家の 割合が比 較的高い とは い

え ， 水 田に投入 される労働力は確保 しに くい 状

況で ある と考え られ る．

　つ ま り 1類型で は，地域の 主要産業 として 大

規模な茶栽培が行われて い る
一

方で ， 水 田の転

作に 必要な労働力が確保で きない こ とか ら 「保

全管理」が多く選択され，結果的に耕作放棄地

率が高 くな っ て い る と考え られる
注 の ．

　
　
61611

例

型

型
型
型

型

凡

類
類
類
類
類

　
　
IUm

麗

V圈
図 2　類型別市町村の 分布状況
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2）　ll類 型　II類 型 に 含まれ る市町 村で は，

「作付型」の 占め る割合が 71．8％ と極め て高 く，

特に 「作物転作 」の 占める割合が高い．

　一方，農業上の特徴を見 ると， 1戸 当た り経

営耕地面積が小 さ く，水田率が 高くな っ て お り，

1類型 と相対する特徴を持 っ て い る．また地域

性を見ると，10市町村の うち 7 市町村が丹波地

方 （京都府中部） の中で も栗や豆類の栽培が盛

ん な市町村 とな っ て い る．

　 つ ま り，水田率が高い こ とか ら生産調整水田

の有効 利用が 求め られ る上に ， 転作作物 と して

奨励 されて い る豆類等の特産品を有 して い る こ

とか ら．収穫作物へ の 転作が促進 された もの と

考え られる．また，ブ ロ ッ ク ロ
ー

テ
ーシ ョ ン実

施集落率が他の 類型に 比べ て 高い ．こ の こ とか

ら，転作の 実施に よ る必要労働力の増加に対 し

て，集落内で ブロ ッ ク ロ
ーテ

ーシ ョ ンを実施す

る こ と に よ り作業の 効率化を図 ると と もに，労

働力を確保 して い るもの と考え られる．

3）　m 類型 　fil類型に含まれ る市町村では，　 II

類型 と同様に 「作付型」の 占める割合が高 く，

特に 「収穫な し作物」 の 割合が 27．7％ と高い ．

また，耕作放棄地率が 5類型の 中で最 も低 く抑

え られて い る （2．4％ ）こ とも特徴的で ある．

　 農業上 の特徴は II類型と類似 して お り， 含ま

れ る 6 市町村が全て 丹波地方 に立地 して い る点

も n 類型 と同 じで あるが，決定的な 特産品が な

い とい う点で ， H 類型と異な っ て い る，

　 つ ま り， II　X型 と同様に 生 産調整水 田の 有効

利用が求め られる の で あるが，決定的な特産品

がな い こ とか ら，景観形成作物や地力増進作物

などの 「収穫iな し作物」を作付けるこ とによ り

　「不作付型」が回避されて い るもの と考え られ

　る．また ， 「収穫な し作物」を作付ける場合，2

年以上連続 して 同 じ水田 に作付けな い こ とが求

　め られ るため，継続的に これらを作付 けて い く

　ために は作付田の ロ
ー

テ
ーシ ョ ンを行 うこ とが

　必要とな る，こ の 際 単一一一の 農家が所有する農

　地 内だけで ロ
ー

テ
ー

シ ョ ンを行うこ とは困難な

　場合が多い こ とか ら，集 落内でブ ロ ッ クロ
ーテ

　ー
シ ョ ンを実施する集落の割合が 「不作付型」

　の 多い 地域に 比べ て高 い もの と判断で きる．
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4）　IV類型　W 類型 に 含 まれ る市 町村 で は，

「不作付型」へ の 転作が約半分を占めて い るが ，

そ の うち 「保全管理」の 占め る割合が 高い ．ま

た ，IV類型 に 含まれる U 市町村の うち 10 市町

村が 山城地域なかで も京都市近郊地域とな っ て

お り， 水田率が 比較的低い．こ の よ うな特徴 は

1類型 と類似 して い るが，IV類型では 1戸当た

り経営規模が小規模で ある こ とか ら生 産調 整水

田を京野菜等の特産品の 作付に転換す るこ とが

可能で あり， そ の 結果，比較的 「不作付型」 へ

の 転作が抑え られた もの と考え られる．

5）　V 類型　V 類型に含まれる市町村で は，IV

類型 と同様に 「不作付型」へ の 転作が半数を 占

めて い るが，こ の うち 「調整水 田等」の 占め る

割合が高い ．また農業上の 特徴を見 ると， 1戸

当た り経営耕地 面積が 大き く，水田率が高い ．

こ こ に含まれる 11 市町村の うち 8 市町村が丹

後地方 （京都府北部）に立地 して お り，比較的

経営規模の 大きな水田営農地域である と言える．

　 つ まり，水 田率が高い こ とか ら n 及び 皿類型

と同様 に 生産調整水田 の 有効利用が求められ る

の で あるが ，
皿類型 と同様に決定的な 転作作物

が な い ，また，皿類型 と違い 経営規模が比較的

大 きい こ とか ら， 「作付型」で 対応の で きない 生

産調整水田に お い て 「不作付型 」での対応が行

われて い ると考え られる．

V 　比較考察

1，「不作付型」率の 高い 類型

　 「不作付型」へ の転作は， 1，IV及び V 類型

で多く見られ，その うち 1及び IV類型で耕作放

棄地率が高い ，

　 1 及び IV類型 には 山城地域に 立地する市町

村が多 く含まれるが，こ れ らの市町村で は水田

率が低 く，主に茶栽培 や京野菜の栽培が行われ

て い る，つ ま り，樹園地及び畑で の 営農がメ イ

ン で あり，水 田で の営農は 自家米の 生産を目的

として い るケース が 多い ．そこ で ，農業収不を

得るため の茶栽培や付加価値の 高い 農産物の栽

培に 労働力を集中させ るため ， 生産調整水田で

は最 も粗放的な管理方法である 「保全管理 」 が
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　図 3　各類型に おける農業上の 特徴 （まとめ）

多 く選択 される もの と考え られ る。

　 また，京都市周辺 に位畳す る市町村で は都市

化の 圧力が高い．そ こ で，宅地転川等を目的と

して農業生産を中止するケー
ス が多 く，その よ

うな農地が 「保全管理 」水田 と して カ ウ ン トさ

れて い るケ
ー

ス も考え られ る．

　 さ らに ，ある水 田に おい て 「保全管理丿が選

択 され るこ とに より， 水管理等の 面で 団地 内の

他の圃場に悪影響が もた らされ るこ とか ら，さ

らなる耕作放棄を誘発 して い るとも考え られる．

　 また生産調整に あた っ て，樹園地 や畑の規模
拡大が図 られない 原因と して は ， 労働力不足 の

他に ， 圃場整備率の低 さ も要因と して 考え られ

る．未整備水 田は圃場整備済水田に比べ て多大

な管理労力を必要 とするが，山城地域で は圃場

整備率が極端に 低い ため ， 水稲作以外の 方法で

有効に 活用す る こ とが 困難で ある，

　 次に ， V 類型 を見て み ると， 1及 び IV類型 と

同様に 「不作付型」 へ の 転作が多 く見られる の

で あるが ， 耕作放棄地率が低 く抑え られて い る．

この 原因と して は，「不作付型」の 中で も「保全

管理」で は な く 「調整水田」が 多 く選択されて

い るこ とにある と考え られる， V 類型に 含まれ

る市町村は丹後地方に 多 く見られ，稲作が農業
の 中心 で あ るばか りでな く，農業そ の もの が地

域の主 要な産業で ある．そこ で，「不作付型」へ

の 転作 を選択する際に も，復 田が比較的容易な

調整水 田が多く選択され る．また，「保全管理」

を選択 したの では，団地内の 他の 圃場に悪影響

をもた らす可能 性があるため，水田団地の 営農

環境を維持するために調整水田が選択 されて い

るこ とも考え られる．さらに，団地内の 他の水

田 で 稲作を続 けな が ら隣接する 「不作付型」の

水田を維持す る際， 厂不作付型」区画 へ の 通作や

　 　 　 　 6D．O黔

　 　 実 ブ
　 　 施 ロ 50．侃
囮 　　集 ッ

門

篷
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図 4　 「作付型」へ の転作率 とブロ ッ ク ロ
ーテー

　　　シ ョ ン実施集落率との 関係

水管理 は周囲の 水稲作付水田 と同li寺に行 うこと

がで きるため、調 整水 田で の 対応が 比較的容易

で あ っ た こ と も考え られよ う．さらに，丹後地

域 は圃場整備の 進ん で い る地域で あ り， 他の 地

域 に比べ て水田 1枚当た りの平均面積が大きい，

そ こで，水 田の 一
部の み の 転作が原則と して 認

め られない 現況下 注 5）
で ， 規模の 大きな水田 1枚

を全て転作す るこ とは困難な こ ともあ り， 水田

の 一
部を調整水 田 とす る 「部分調整水 田」が多

く導入 されて い る こ と も考え られ る．

2．「作付型 」率の高い 類型

　　「作付型」 へ の転作 は，水田率が高 く経営規
模が小さ い 丹波地方の市町村で高い割合を占め

て い る．こ の うち，豆類等の 特産品を有す る II

類型の 市町村で 「作物転作」率が高 く，特産品

を持たない m 類型の 市町 村で 「収穫な し作物」

率が高い ．

　 こ こ で ， 京都府下 44市町村を対象に，「作付

型」へ の 転作率とブ ロ ッ クロ
ー

テ ーシ ョ ン実施
集落率 （1995 年農林業セ ンサ ス データより算
出）の 関係を見 ると （図 4 参照），「作付型」へ

の 転作が 60％を下回 る市町村 では，ブ ロ ッ クロ

ー
テ

ー
シ ョ ンを実施 して い る集落がほ とんど見

られない．一
方，「作付型」へ の 転作が 60％を

上 回る市町村で は，ブ ロ ッ クロ
ー

テ
ー

シ ョ ン実

施集落率が高 くなるに つ れて 「作付型」へ の 転

作率が高 くな っ て お り， 両者の 間に 強い相関が

あるこ とがわか っ た．つ まり，生産調整水田 に

おい て 「作付型」へ の 転作を実施する際 ， 労働
力を確保 し，作業を効率化するために ブ ロ ッ ク

ロ
ー

テ
ー

シ ョ ンを実施する こ とが必要な要件で

ある と考え られる曲 ．
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附表　生 産濟整政策上の 様態

VI 結論

　マ クロ レベルで の 分析か ら， 各市町村に おけ

る生産調整実施状況と地域農業特性で ある  水

田率及び  経営規模との 間に 関連性がある こ と

が分か っ た．転作の 実施とい う観点か ら見る と，

これ らは転作のた めに投入で きる労働力を表す

指標 と して考え る こ とが で きる．つ まり，水 田

率の 低い 地域で は労働力 が畑や 樹園地に投入 さ

れ るため 、 また水 田率が高く経営
．
規模の 大きな

地域で は労働力そ の ものが不足 して い るため，

転作 田 に 投入で き る労働力 が不足 し、「不作付

型」へ の 転作が多 くなる，

　転作の 実施に 当た っ て は、特産品の 存在が必

ず しも 「作付型」へ の 転作を促進する訳で はな

い ．「作付型」へ の 転作を促進するためには，水

田 へ の 作付に適 し，作業の 簡略化が図れるなど

の メ リ ッ トを有する作物を地域の 転作作物 と し

て選択す るこ とが 重要で ある．さらに ， 「作付

型 」 へ の 転作は ， ブ ロ ッ ク ロ
ー

テ
ー

シ ョ ン の 実

施状況 との関連性が高い こ とが分か っ た．ブ ロ

ッ ク ロ
ー

テ
ーシ ョ ン の 実施によ り，作業が 効率

化されるほか，労働力の確保に も役立 つ もの と

考え られる． しか し，
これに は圃場整備の 実施

が必要不可欠で あ り，整備済水 田で の ブ ロ ッ ク

ロ
ー

テ
ー

シ ョ ン実施に よ る作業の 効率化が ， 収

穫を目的とした作物へ の転作を促進す るため に

重要な要素 として 導き 出された．

謝辞 ：本研究を進 め る に あた り，京都府農産流通課 よ り

多大なご協力を賜 りま した．深 くお礼 申 し上げます．

　　　　　　　　　　　 【注】

注 1）生産調整政策上の 様態は附表を参照 の こ と．

注 2）  「保全管理 」及 び 「自己保全管理 」を 連続 3 年以

　　　上 実施 して い るた め，  市街 化区域内で 「自己保

　　　全管理 」を実施 して い るた め，助成金の 交付対象

　　　とな らな い もの ，

転作様態 娉腰

転作
一
般作物 麦，豆 類，飼料作物な ど

永年性作物 果樹 など

特例作物 野菜 など

自己保 全 管理 水田を農 家が 常 に耕作可能な状態に管理する

水田 預託 農協等の 管理の 下に 転作す るこ と

管理転作 転作作物 の作 付けを行う

管理農園 農業に必要な 施 設の 用 に 供 された農地

保全管理 常に耕作可能な状態に 管理する

調整水田 対象水田に 水を彊 るこ とによ り管理す る

多面的機能水 田 多面的 機能 に資す る水田へ の 転作

景観形 成作 物 コ ス モ ス ，ひ まわ りな ど

レク11L一ショγ農園 農家自らが経営 を行 う

学童農園等 学童農園，市民農園等公 用 に供す る

その 他 知事が 窺め る転作 形態

土地改艮 通年施 工 水穏作付け期問に土 地改良事業等を実施

実績参入 転作面積に カウ ン ト （助成金な し）

その 他 市町 村の 特例措置 など

注 3）府へ の ヒア リ ン グ調査 に よ る．な お，後の 現地調

　　 査に よ り 「実績算 入 」 に 占める 「保全管理 カ ウ ン

　　 ト」の 割 合 が 非常 に 高い こ とが 確認されて い る．

注 4）京都府で は 茶へ の 転作に 対し独自の 助成金制度を

　　 設けて い るが，生産調整政策上は 「実績算入」 と

　　 な る、しか し，水 田へ 茶栽培を導入 するこ と は排

　　 水対策等 の面か ら困難で あり， 労働力不足の 面か

　　 ら も茶栽培 の規模拡大は 望まれて い な い ため ，茶

　　 へ の 転作 は ほ とん ど 行 わ れ て い な い 状況 で あ る

　　　（ヒア リン グ調査よ り）．よっ て，こ の 類型に お い

　　 て も，実績算入に 含まれ る水 田は 「保 全 管理 カ ウ

　　 ン ト」 が そ の 大部分 を占めると判断 した．そ の 後

　　 の 現地調査 に より，上記 の こ とが 確認 され て い る ．

注 5＞仮畦畔を設置する こ と に よ り水 田の
一

部 を転作す

　　 る方法が 認 め られて い る が，水管理 が困難 に な る

　　 な ど問題点が多くある．

注 6）その 後の ヒア リン グ調査に よ り，ブ ロ ッ ク ロ
ー

テ

　　 ー
シ ョ ンは 連作障害を防止す るた め に も必要な営

　　 農形態で あるこ とがわか っ て い る．
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